

平成２４年度３学期における懲戒処分の状況について

１．報告期間
平成２５年１月１７日～平成２５年４月１９日

２．概　要（資料１、資料２参照）
　○一般服務関係は２５件発生
　　・卒業式における不起立事案が１２件発生（資料１参照）　
・生徒への体罰に関する事案が１３件発生　

　○公金公物関係
　　・府立支援学校教諭による通勤手当の不正受給事案が発生
　　　（府立支援学校：男性教諭（３７歳）『減給１月』）
バス及び電車を利用するとして通勤認定を受け、これにより算出された通勤手当の支給を受けながら、自家用自動車による通勤を常態化させ、通勤手当を不正に受給した。

○公務外非行
・公務外非行は刑事事件化する重大な非行事案が４件発生
　　　◆強制わいせつ等（市立小学校：男性教諭（２５歳））『懲戒免職』
　　平成２３年３月２１日（月）から平成２４年５月２４日（木）の間に、複数の女子小・中学生にわいせつな行為を行い、逮捕、起訴された。
　（平成２５年３月２５日（月）懲役３年、執行猶予５年（保護観察）の判決）

◆盗撮（府立支援学校：男性教諭（５５歳））『停職６月』
　　商業施設内のレンタルビデオ店において、女子小学生のスカートの中を動画機能付き携帯電話機で盗撮した。

◆無免許運転及び酒気帯び運転（府立高等学校：男性教諭（３７歳））『懲戒免職』
平成２２年９月に酒気を帯びた状態で原動機付き自転車を運転し、同年１２月に運転免許取り消しの処分を受けた。また、平成１７年４月以降、飲酒後に原動機付き自転車を運転することを繰り返し、さらに、運転免許を取り消されて以降、無免許で自家用自動車や原動機付き自転車を運転することを繰り返した。平成２５年１月、信号無視と無免許運転で検挙された。

◆無免許運転（市立中学校：男性教諭（５５歳））『停職２月』
　　平成２３年１２月以降、平成２４年８月までの間に無免許運転を繰り返した。

○通年の件数は、昨年度より３件減少（資料３参照）
２３年度：６９件　⇒　２４年度：６６件
・児童生徒への体罰が大幅に増加
　２３年度：６件　⇒　２４年度：２５件
・入学式・卒業式における不起立事案が減少
２３年度：３４件　⇒　２４年度：１４件
　　・公務外非行は、１件減少
　　　２３年度：９件　⇒　２４年度：８件

３．府教委の取り組み
　○　４月４日の府立学校校長会において、教育振興室長から、不祥事の防止、特に、体罰、生徒へのセクハラ、違法薬物等の保持・使用、飲酒運転の防止を図るよう、各学校長に改めて指導の徹底を指示。
○　管理職に対し、具体的な不祥事事例を踏まえた服務管理の徹底について研修等を実施予定。
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